
B*I学院柑門学校 夏の特別公開講座開催

これからの観光業に求められる
人材像をデイスカッション
ホテル・旅館をはじめとする宿泊施設における人材不足が深刻な課題となる昨今、学校法人片柳学園が運営する日本工学院専門
学校では、こうした課題解決の一助となるよう 2020 年度から新たにホテルコ一スを開設する。 それに先駆け 8 月 6 日に高等学校
教育に携わる方々を対象にキャリア教育、進路指導の指針となる特別プログラム 「夏の特別公開講座」 を実施した。
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日本工学院専門学校に

2020 年度ホテルコース新設

学校法人片柳学園（東京都大田区、

千菓茂理事長） では、東京工科大学、

日本工学院専門学校、日本工学院八王

子専門学校、日本工学院北海道専門学

校を運営しており、各校における教育

はもとより、 1 大学、 3 専門学校のネッ

トワークを通じてさまざまな可能性を

学生に提供している。

2020 年度からは 日本工学院専門学

校に情報ビジネス科ホテルコースを新

設する。ホテル ・旅館をはじめとする

宿泊業は近年、飛躍的な発展を遂げる

ー方、深刻な人材不足が叫ばれている

のも事実。 こうした状況下、情報系の

実践力を身につけた優秀な人材を輩出

していく構えだ。

これに先がけて 8 月 6 日、生徒を

送り 出す高等学校などにホテル業の現

状と将来性の理解を深めてもらうこと

を趣旨とする「夏の特別公開講座」を
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帝国ホテル情報システム部長の ホテル銀水荘執行役員 タップ代表取締役会長の林悦男氏

花井伸二氏 経営企画室長の関太郎氏

東京工科大学蒲田キャンパス片柳記念

ホールにて実施。 高等学校教員、教育

関連企業などを中心に全国から 180

人が参加した。

日本の観光産業の現状と

課題について考察

「夏の特別公開講座」 では当日、ホテ

ルコースの概要や実習施設見学などに

加えて、 「今後のホテル・旅館業界と

変化を求める人材像」をテーマにパネ

ルデイスカッションも行なわれた。 パ

ネリストには観光庁観光産業課参事官

（観光人材政策担当）の小熊弘明氏、

帝国ホテル情報システム部長の花井

伸二氏、ホテル銀水荘執行役員経営企

画室長の関太郎氏、タップ代表取締

役会長の林悦男氏が登壇。 モデレ一

ターは立教大学観光研究所特任研究員

の玉井和博氏が務めた。主な議題は

以下の通り 。

はじめに玉井氏が、プロロ一グとし

て宿泊業界における人材育成の課題に

言及。 技術革新が起こるとマーケット

が変わり、制度をはじめとした社会

システムが変わっていくとし、宿泊

業界でも IT による技術革新が起こり、

OTA、 SNS、民泊などによりマーケッ

トが激変し、ホスピタリティだけでな

くテクノロジーの知識も含めた人材育

成が急務であることを強調。 これらを

宿泊業界と学会が共有し、一緒に取り

組んでい＜ことが重要だと話した。

観光庁の小熊氏からは、観光先進国

に向けた取り組みについて話が及ん

だ。 まず、観光業は GDP では 6.8%

を占めるまでになっており、日本は自

然、気候、食、文化などを資源に観光

先進国となる可能性を持っていること

を挙げた。 また、昨年の訪日観光客数

は 3000 万人を超え、旅行者の消費額

は 4.5 兆円と 7 年連続で対前年比を

上回っており、こうした消費が国内の

人口減による内需縮小を補えることに

も言及した。

ー方、 日本の観光産業の課題につい

ては、人手不足、離職率が高い、労働

生産性が低いことなどを挙げた。 そし

て、こうした課題解決も含めて宿泊業

にたずさわる各階層への取り組みも紹

介した。 生産性向上を目指してマネジ

メント層には日本版MBAを創設、マネー

ジャークラスの中核人材向けには大学

の社会人講座の開設などを、現場の人

材ではインターシップやワークショップ

の開催などを進めているという 。

これからのホテリ工には

情報スキルも不可欠

帝国ホテルの花井氏は CS 向上のた

めに必要と考える三つの取り組みを解

説。なお、同ホテルは JCSI (日本版

顧客満足度指数）のホテル満足度調査

で 11 年連続第一位、 JD. パワーのホ

テル満足度調査で 3 年連続第一位を

獲得している 。

取り組みの一つ目はハイテクに支え

られたローテクなサービスだ。 接客す

るスタッフの数が限られてい＜中、バッ

クヤードの仕事などはなるべくハイテ

クに任せて、実際に接客する時間を増

やすことで CS が向上するとした。ニ

つ目は顧客データを活用して滞在中の

みならず、宿泊前後にも有用な情報や

サービスを提供すること。三つ目は企

業理念「国際的ベストホテルを目指す」

を今後も追求してい＜ 姿勢を挙げた。

また、ホテル銀水荘の関氏は旅館業

界の実情について述べた。 同社では“プ

ロが選ぶ旅館 100 選"おもてなし部門

で一位を獲得した 「稲取銀水荘」、じゃ

らんアワード東海地区接客サービス部

門で第一位獲得した「堂ヶ島ニュー銀

水」 を展開するなど CS に注力している。

旅館業界が抱える課題としてはホテ

ル数が増える中、旅館の数が減少して

いることに言及。その要因として団体

旅行の衰退と個人旅行のニーズの多様

化に対応しきれていないこと、インバ

ウンドの取り込みが不十分であること

などを挙げた。 対策として旅館はこれ

まで行なってきたサービスを見直し、

生産性を高めること、接客スキルに加

えで情報スキルを持った人材の確保、

若い世代が活躍できる環境づくりなど

を提案した。

さらに国内外 1000 施設以上にホテ

ルシステムを導入するタップの林氏

は、これからのホテルは 「ホスピタリ

ティサービス工学」 という考え方が必

要不可欠と提言。近い将来、ホテルに

は利用者が自身のスマー トフォンで予

約、チェックイン、キーの発行、レス

トラン予約、チェックアウ ト、精算ま

で行なう時代が到来する。 ホテルの裏

側は IT とテクノロジーに支えられて

おり、ビッグデータや IoT など新しい

技術の登場により IT 活用の高度化が

進展し、パーソナルサービス、ヒュー

マンサービスに加えてこうした IT を

使いこなせるホテルエンジニアが求め

られると話した。 サービスづくりのた

めの工学、 工学の力で論理的にサービ

スを改善してい＜こと 。 観光立国を目

指すにはこうした考え方を身に着けて

い＜必要があると締めくく った。

リアルな実習室を公開

日本工学院専門学校に 2020 年

度から情報ビジネス科ホテルコ―ス

が新設されるのを前に校内に新設

された実習室を公開。実際の有名

ホテルのデザインを手掛けてきた

デザイナーが企画・設計したリアル

な施設で、フロント、コンシェルジュ

デスク、客室、バンケットが一室に

レイアウトされている。学生たちは

ここでチェックイン•アウト、テー

ブルサービス、ベッドメイキングな

ど、現場さながらの実習ができる。
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